
はじめに

　デジタルコミュニケーションが我々の生活に浸透して久しい。朝起きてス
マートフォンに届く友人からの連絡を確かめ、移動中は SNSでニュースを
チェックし、学校や職場に着けば学習管理システム（LMS）やチャットツー
ルを活用し、帰宅後は動画共有サイトでお気に入りのチャンネルに投稿され
た動画を楽しむ……何ら変わったところのない生活風景である。
　しかし、一見して「当たり前」の生活を紐解くと、興味深い現象が数多く
見いだせる。例えば友人からの「既読」通知が、人によっては悩みの種にな
るのはなぜだろうか。波のように押し寄せる SNSの情報から、あるひとつ
に目が留まるのはなぜだろうか（そうさせるために、発信者側はどのような
工夫をしているのか）。メールやビジネスチャットの「マナー」はどこから来
て、どこへ行くのか。動画サイトで活躍するスターたちが、映画やテレビの
それよりも近い存在に感じられるのはなぜだろうか。
　しかも、こうした生活実態は「当たり前」であるがゆえに、記録されない
ままに失われていくリスクを孕んでいる。多くの創作活動を支えた無料
Webサイト作成・公開サービス「ジオシティーズ」は、2019年 3月に提供
を終了した。一般のユーザーが情報をまとめて発信するプラットフォームと
して広く活用された「NAVERまとめ」は、著作権やフェイクニュースに関
わる議論を呼び起こしたのち、2020年 9月にサービスを終了した。かつて一
世を風靡したインターネット電話「Skype」は、2025年 5月にその役目を終
え、Microso� Teamsに統合された。そして、そこで行われてきた数々の営
みも、その大部分が散逸してしまったのである。
　日々更新されるデジタル環境下の実践を捉え、その背後にある原理へ迫る
ためには、現象を丁寧に記述し、分析し、体系的な知へと接続させる人材が
必要になる。そのためには、なるべく多くの人とデジタルコミュニケーショ
ン研究の意義を共有し、可能な限りで具体的な調査や分析の方法を伝えて裾
野を広げなければならない。
　このような問題意識のもと、我々は 2024年 4月にデジタルコミュニケー
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ション研究会を立ち上げた。本研究会では、2つのポリシーを掲げている。
　1つ目は、完全オンラインで開催すること。人生のどこかの段階で、経済
的、地理的、あるいは健康上の理由から対面での活動が困難になることは誰
にでも起こりうる。そうした事情を抱えながらも、何らかの形で研究を続け
たい人を支えるため、この形式を採用した。
　2つ目は、所属を名乗らないこと。これは、肩書きに左右されない自由闊
達な意見交換を実現するための工夫である。あるベテラン研究者から、「デ
ジタルな領域では若手の方が詳しいにもかかわらず、立場が上がるにつれて
率直な意見を得にくくなった」と聞いたことが、このポリシーを定めるきっ
かけとなった。
　このように、本研究会は多様な人々を受け入れる場として設計したが、そ
の目的は単なる交流ではない。設立当初から一貫して掲げてきたのは「成果
を出すこと」であり、特に本書は、研究論文の執筆につながる情報提供を企
図して執筆されている。
　デジタルコミュニケーションは、流行語や若者言葉、スラングといった新
奇で非規範的な言語現象や、新たなコミュニケーション様式が次々と立ち現
れる、きわめて魅力的な場である。そのため、目立った現象が研究者のあい
だで「おもしろい」と話題にのぼり、そのうちのいくつかは、学会発表など
の形で公表されることもある。しかし、その中から論文化される研究は驚く
ほど少ない。
　本書は、こうした背景から編まれた「実践の手引き」である。デジタルコ
ミュニケーション研究で中心的に扱われるテーマを網羅しつつ、言語学を専
門としない初学者にも配慮し、専門用語はなるべく排した。その上で、新た
に導入が必要な概念には明確な定義を与え、参照しやすい形で整理した。加
えて、データ収集の方法や守るべき法律、および倫理についても具体的な指
針を示した。いずれも、研究に必要な道具立てを整理することで、各自のテ
ーマにすぐさま着手してもらうことを意図している。
　特定の編者を置かず、執筆者同士で検討を重ねながら執筆を進める形式を
採った結果、時に議論は熱を帯びた。しかし、そうした過程を経たからこそ
本書は、興味・関心はあるものの何から手をつければよいかわからない学生
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から、研究経験は豊富だがデジタルコミュニケーション研究には馴染みのな
い研究者まで、幅広い読者に適した一冊となった。
　本書の構成と分担は次の通りである。総説となる第 1部では、デジタルコ
ミュニケーション研究を進める上での基礎知識として、本書が想定する「言
語研究」の範囲と、関連分野について整理する（第 1章：黒田）。その上で、
「デジタルコミュニケーション」および「デジタルコミュニケーション研究」
の定義を明確にし、その歴史や分類をまとめる（第 2章：落合）。これに続け
て、実際に研究を進める上でのテーマ選びや手順について、留意すべきポイ
ントを述べる（第 3章：西村）。第 1部を読めば、あなたの研究を「言語研
究」として成り立たせるための大枠がつかめるだろう。
　第 2部・第 3部は、具体的な研究テーマの例示である。第 2部を「記号・
表記・表現」、第 3部を「コミュニケーション」としてまとめ、執筆者それぞ
れの専門に引きつけて概説を試みた。第 2部では、特に卒業論文のテーマと
して人気の高いインターネットスラング（第 4章：黒田）や絵文字（第 5章：
西村）について、せっかくの論文を「おもしろ事例報告」にしてしまわない
ための進め方を考える。第 3部では、我々にとって身近である LINE（第 6

章：落合）、Zoom（第 7章：酒井）、YouTube Live（第 8章：新山）を題材に、
非同期・同期・半同期でのコミュニケーションにおいて、人々がどのような
言語行動をするかについて探る。
　第 2部・第 3部のような研究を可能にするのは、適切に集められたデータ
である。そこで第 4部では、すでにあるデータ（コーパス）を活用する方法
（第 9章：菊地）と、APIを利用し、自らデータを集める方法（第 10章：山
崎）を紹介する。紙幅の都合上、概要の説明に徹してはいるものの、必要に
応じて専門書や解説記事に当たるための道しるべを示したので、参考にして
ほしい。
　最後に、きわめて重要な問題として、多くの場合、調査や分析を行う際に
は倫理的な配慮を要すると述べておく。このため結びの部分には、補遺とし
て研究倫理に関する章を置いた（第 11章：落合）。デジタルコミュニケーシ
ョン研究を適切に進めるためには、研究一般に求められる倫理に加えて、遵
守しなければならない法律・規約があり、デジタルデータだからこそ見落と
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しがちな「マナー違反」にも目を配る必要がある。実際に、そのような問題
に起因して論文撤回に至った事件にも触れているので、読み飛ばさずに向き
合ってほしい。
　本書をもってデジタルコミュニケーション研究の手法、論点、意義、難し
さを網羅したというつもりは毛頭ない。しかし少なくとも、今後の研究を刺
激する出発点として、何らかの役目を果たせればと願うばかりである。

 2026年 5月
 編者を代表して
 西村綾夏
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